
宣 言 日 令和5年4月10日

住 所 埼玉県川越市大仙波369

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社セムコーポレーション東京工場

代 表 者 役 職 氏 名 工場長　中川吾朗

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

水質汚染や土壌汚染の削減に貢献する医療機
関向けの排水処理製品の販売促進を行う。
＜（現状値）2022年の数値＞
排水処理製品売上高：500万円/年

＜2030年に向けた指標＞

3,000万円/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

1,500万円/年

社会貢献活動の推進として、地域の交通安全活
動に参加する。
＜（現状値）202２年の数値＞
参加回数：１回/年（のべ２人参加）

＜2030年に向けた指標＞

４回/年（のべ８人参加）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

２回/年（のべ４人参加）

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

150,000枚/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

250,000枚/年

ペーパレス化を推進し、紙資源や印刷資源の削
減に努めていく。
＜（現状値）202２年の数値＞
コピー用紙使用枚数：300,000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は技術力のある環境企業を掲げており、環境に寄り添い環境に適した製品の開発販売をすることで、地域社会
の発展に貢献していこうと考えています。よりよい環境を提供するという社会活動によりSDGs目標への達成に貢
献していきます。

株式会社セムコーポレーション

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


